
17  臨床検査部

17－１  年度別・項目別検査件数

17-2　項目別検査件数の年度別推移

検

体

検

査

合 計
微

生

物

生

理

機

能

合 計

合 計 100.054,989 44,802 47,985 49,930 55,431
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聴 力 平 衡 検 査 9,321 7,226 8,336 8,409 8,498 15.3

神 経 機 能 検 査 2,596 2,285 2,271 2,212 2,174

11,965 5,758 7,647 9,817 12,854 23.2

心 機 能 検 査 31,107 29,533 29,731 29,492 31,905 57.6

呼 吸 機 能 検 査

109,972 98,282 100.088,806 89,995 112,151

86,353 87.9

微 生 物 環 境 検 査 1,516 1,876 1,413 1,329 1,443 1.5

微 生 物 検 査 87,290 81,733 81,891 86,840

新型コロナウイルス検査 ー 6,386 28,847 21,803 10,486 25.7

3.9

6,254,091 5,908,320 5,871,622 6,064,841 100.0

外 注 検 査 262,526 254,486 256,102 242,783

6,195,095

242,061

5.0

血 液 検 査 773,949 719,124 717,844 752,931 12.3

免 疫 血 清 検 査 268,633 264,029 274,490 293,963

764,227

307,955

4,611,241 76.2

2023年度
構成比率(%)

一 般 検 査 173,379 161,259 161,457 163,923 2.6

生 化 学 検 査 4,719,224

161,628

-

出 血 凝 固 検 査 1,646 1,529 1,584 1,425 1,451 -

(件）

区             分 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

採 血 件 数 169,504 152,526 156,262 158,720 160,392

4,775,604 4,509,422 4,461,729
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臨床検査部は安心で安全な質の高い患者診療に貢献できる臨床検査サービスの提供を目標とし、迅速かつ正

確な検査結果報告体制、早朝病棟検体集荷、採血室の応援体制などを維持継続した上で、診療科サービスを向

上させている。

2023年度、採血室患者数は160,392 人（前年度比101％、2019年度比95％）、検体検査は6,195,095 件 （前

年度比102％、2019年度比99％）、微生物検査は98,282 件（前年度比89％、2019年度比111％）、生理機能検

査は55,431 件（前年度比111％、2019年度比101％）であった。

採血室は1時間当たりの採血患者数が前年度と比較し平均135人から140人へ増加し、診療および患者サービ

ス向上へ貢献した。検体検査は新型コロナウイルス抗原検査、テイコプラニンの院内実施により2時間以内の

結果報告で濃厚接触職員の早期就業および抗菌薬の適正使用に貢献した。また、sIL2とintactPTHの診察前結

果報告を可能とし、円滑な診療へ貢献した。微生物検査は新型コロナウイルス感染症の5類への移行に伴い入

院前スクリーニング検査が廃止され、全体の検査数は減少したが培養検査や迅速検査数は前年度とほぼ同等で

あった。生理機能検査は新型コロナウイルス感染症防止対策による術前の呼吸機能検査の制限が撤廃され、件

数は前年度比131％、2019年度比107％となり、新型コロナウイルス感染症パンデミック前よりも増加した。

臨床検査部は今後も臨床のニーズに応じた検査体制を構築し、患者さんのための臨床検査を追求するだけで

なく、タスクシフトやチーム医療にも積極的に参加するなど院内各部署と連携を取り合いながら兵庫医科大学

病院の発展の一翼を担えるように強固な検査体制を作りあげていく。
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